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感

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
清
福
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
に
、
輝
か
し
い
未
来
が
訪
れ
る
こ
と
を
願

い
、
併
せ
て
若
き
情
熱
と
責
任
あ
る
行
動
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
及
び
地
域
社
会
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
十
二
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
の
結
果
、
国
政
は
引
き
続

き
安
倍
政
権
が
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
内
外
情
勢
多
難
な
折
り
、
経
済
、
外
交
、

防
衛
、
教
育
、
福
祉
及
び
財
政
問
題
等
、
国
際
社
会
の
中
の
日
本
の
役
割
や
国
民
生

活
の
向
上
の
た
め
、
積
極
的
且
つ
き
め
細
や
か
な
政
策
に
よ
り
、
国
民
の
信
頼
に
一

層
応
え
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
一
方
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
に
一
町
二
村
の
合
併
に
よ
り
、
人
口
約
五
万
人
で
誕

生
し
た
府
中
市
は
、
昨
年
市
制
施
行
六
十
周
年
を
迎
え
、
人
口
の
増
加
が
市
勢
の
隆

盛
を
物
語
る
よ
う
に
、
現
在
二
十
五
万
四
千
人
の
中
核
都
市
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
六
十
年
の
市
の
歴
史
は
、
市
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
に
、
議
会

と
行
政
が
両
輪
と
な
り
数
々
の
施
策
を
展
開
し
、
こ
の
間
、
い
ち
早
く
下
水
道
普
及

率
一
〇
〇
％
を
達
成
し
た
他
、
緑
の
ま
ち
づ
く
り
や
教
育
、
福
祉
、
環
境
面
等
で
市

民
本
位
の
政
策
を
遂
行
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
市
政
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
住
み

よ
い
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
よ
い
と
答
え
た
人
の
割
合
は
、
毎
年
九
十
五
％
前

後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
市
民
本
位
の
施
策
は
、
平
成
二
十
六
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、
市
政

会
が
要
望
し
た
政
策
の
一
つ
で
あ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
小
中
学
校
全
校
へ
の
設
置
を
実

現
し
、
教
育
施
設
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
六
十
一
年
目
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
府
中
市
に
は
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
施

策
の
拡
充
や
待
機
児
童
問
題
等
の
福
祉
の
充
実
、
ま
た
府
中
駅
南
口
第
一
地
区
再
開

発
事
業
の
促
進
、
給
食
セ
ン
タ
ー
移
転
及
び
市
庁
舎
建
設
に
向
け
て
様
々
な
諸
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
政
会
は
、
こ
う
し
た
市
民
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
に
、
決
意
も
新
た
に
市

議
会
最
大
与
党
と
し
て
、
引
き
続
き
市
民
本
位
の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
平
成
二
十
七
年
一
月
吉
日�

府
中
市
議
会
市
政
会

平
成
二
十
七
年
の

新
年
を
迎
え
て

成人を迎えられた皆様おめでとうございます

市民と築く
わがまち府中
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府中市制施行60周年記念事業抜粋

市政会の活動報告

市民パレード
大太鼓、万燈、民踊流し、木遣り、手古舞、山車など
に多くの市民が参加し盛大に行われました。

府中刑務所視察
ルーツは寛政２年（1790年）、
老中松平定信の命で設置され
た石川島人足寄場。後に巣鴨
監獄署、巣鴨刑務所と改称し、
関東大震災で建物が大破した
ことにより府中への移転が検
討されました。昭和10年３
月、現在地に府中刑務所が完
成し、平成11年３月には現庁
舎が完成しました。社会復帰
に向けて作業している様子を
視察いたしました。

郷土の森博物館リニューアルオープン
趣向を凝らした素晴らしい博物館が完成しました。府中
の歴史を学ぶにはまずは郷土の森博物館へ行きましょう。

ミレー展
学校の教科書でもお馴染みのジャン＝フランソワ・ミ
レー（1814〜75）。市制施行60周年とミレー生誕200
年を記念して府中市美術館で展覧会が開催されました。

府中マルシェ inけやき並木
府中市のシンボルけやき並木を利用して開催されまし
た。多くの出店があり大変賑わいました。

公営稲城・府中メモリ
アルパーク視察
現在、府中市は稲城市と共同
で市民墓地の整備事業を行っ
ております。都市部において
墓地問題は大きな社会問題の
一つとなっております。正式
名称も「公営稲城・府中メモ
リアルパーク」と決まり市民
の関心も日に日に高くなって
きております。来秋には完成
し募集を開始する予定となっ
ております。

市政報告、市内遊説の
開催
市内各所で市政報告会や遊説
活動を随時開催しておりま
す。各議員が地域に根ざした
活動や報告の一環としまし
て、駅頭や商業施設、集合住
宅周辺などで行っておりま
す。市政に関してご不明なこ
とやご相談がございましたら
お気軽にお声掛け下さい。市
政会はいつでも市民目線で活
動しております。

オリジナルナンバープレート
市内在住の漫画家板垣恵介氏デザインによる原付用オ
リジナルナンバープレートが完成しました。

ラッピングバス
市民に愛されている「ちゅうバス」をラッピングし、
市制施行60周年をPRしております。出発式には晴見
町保育園の園児たちが元気よく乗り込みました！

武蔵小金井駅南口再開
発事業の視察
府中市でも行われている府中
駅南口第一地区再開発事業。
近隣市では調布駅、国分寺駅
北口、武蔵小金井駅南口、東
小金井駅北口などで再開発事
業や区画整理事業が行われて
おります。府中駅南口第一地区
再開発事業が地域間競争で負
けないように、これからも再開
発事業の進捗状況を注視して
いきます。

子ども議会
市内全小学５年生の代表者が府中市議会に集結し、子
ども達からは率直な質問と提案が行われました。

なんでも鑑定団
「出張なんでも鑑定団in府中」が開催されました。笑い
あり涙ありのびっくり鑑定も飛び出しました。

60周年記念特別展
東京競馬場では市制施行60周年記念特別展が開催さ
れ、場内では府中の伝統文化や史跡、特産品などが紹
介されました。また当日は記念レースも行われました。



　第４回府中市議会定例議会市庁舎建設特別委員会にて、新庁舎建設基本計画（案）が示され
ました。そこで、新庁舎建設に係る質問をご紹介します。

Q．�新庁舎はどこに建てるのですか？
A．�現敷地を一部拡張して、西・東・北庁舎をす

べて建て替えます。

Q．�新庁舎は、いつごろ完成するのですか？
A．�現スケジュールでは、平成28年度より工事を

開始し、平成33年度しゅん工をめざします。

Q．�新庁舎の災害時対応は？
A．�地震に強い免震構造の採用を検討し、飲料水

等の備蓄や本庁のバックアップ機能にも優れ
た高機能の庁舎をめざしております。

Q．�財政負担は、大丈夫ですか？
A．�庁舎基金と起債を財源としております。起債

については、経済状況に応じて負担軽減を計
り、健全財政堅持に努めます。

Q．�市民が集う場所はありますか？
A．�レストラン、カフェ以外にも会議室や特産品

コーナー等、市民の皆様の活動もサポートで
きる庁舎を検討しております。

Q．�開かれた庁舎とはどんな庁舎ですか？
A．�高齢者や障がい者へのバリアフリー、多目的

トイレ、お子様連れのキッズルームなど、ど
なたでも使いやすい庁舎を検討しております。

新庁舎建設　基本計画（案）策定！

＊�
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
介
護
施

設
を
充
実
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
待
機
者
の
解
消

を
図
る

＊�

安
心
し
て
在
宅
医
療
が
出
来
る
医
療
・
介
護
の
連
携
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
図
る

＊�

け
や
き
並
木
モ
ー
ル
化
と
そ
れ
に
伴
う
周
辺
道
路
の
整
備

＊�

府
中
駅
付
近
の
公
共
駐
車
場
へ
の
誘
導
看
板
の
設
置

＊�

観
光
事
業
の
更
な
る
促
進
を
図
る
た
め
、
府
中
大
使
の
活

用
を
推
進
し
充
実
を
図
る

＊�

授
乳
や
お
む
つ
交
換
等
が
出
来
る
よ
う「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

（
仮
称
）
を
市
内
公
共
施
設
に
設
置
し
、
育
児
環
境
の
整

備
を
図
る

＊�

市
内
事
業
者
の
受
注
機
会
が
拡
大
さ
れ
る
よ
う
、
入
札
制

度
の
更
な
る
整
備

＊�

中
河
原
駅
西
口
臨
時
改
札
の
常
時
開
設
と
券
売
機
の
設
置

＊�

小
・
中
学
生
の
学
力
体
力
向
上
に
向
け
て
、
積
極
的
な
施

策
の
展
開

＊�

府
中
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
各
地
域
に
農
業
公
園

を
新
設

＊�

保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
、
家
庭
幼
児
教
育
支
援
の
た
め

私
立
幼
稚
園
保
護
者
助
成
金
の
増
額

＊�

市
内
各
町
会
公
会
堂
の
耐
震
工
事
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
向

け
た
改
修
及
び
新
築
に
補
助
金
の
増
額
と
支
給
率
の
見
直

し
を
図
る

平
成
二
十
七
年
度
予
算
要
望
（
抜
粋
）



市政会は市民のみなさまとともに市政を推進します
好
き
で
す
府
中
! !村

木　
　

茂
私は、府中のシンボルであるけやき並
木を守り育ててきた心を大切にして、
より一層住みよい街づくりを推進し
て参ります。

市
政
に
一
直
線

高
野　

政
男

私は、市政に一直線で取り組んでお
ります。これからも努力を重ねる人
が報われ、未来に希望の輝く市政を
進めて参ります。

安
心
し
て
子
育
て
を小野

寺　

淳
私は、「若い世代」や「女性の社会で
の活躍」を支援するために、働きな
がらも子育てし易い環境を整備する
ことが急務であると考えています。

次
世
代
へ
し
っ
か
り
行
動

市
川　

一
德

私は、愛する府中を笑顔あふれるま
ちになるよう、常に皆様の目線を大
切に、市民本位のまちづくりを推進
してまいります。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

横
田　
　

実
私は、「災害に強いまちづくり」をめ
ざし、「次世代を担う児童・青少年の
健全育成」を推進し、府中の文化・
伝統を守ります。

元
気
・
勇
気
・
本
気
で
実
現
・
実
行

比
留
間　

利
蔵

私は、一昨年より副議長を仰せつか
り、議会運営や議長の補佐等をやら
せて頂いています。今年も市民のた
めに頑張ります。

若
さ
　
行
動
　
実
行
力
！

臼
井　

克
寿

私は、毎議会行政に対して様々な提
案をしております。そして市民要望
にはこれからもスピード感を持って
対応していきます。

市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り

加
藤　

雅
大

私は、『ずっと住み続けたい』そんな
声を大切に。これからも、市民の皆様
の期待に応えられるよう、安心・安全
なまちづくりを目指してまいります。

府
中
を
想
う
「
熱
き
心
」

石
川　

明
男

私は、大好きな府中のさらなる発展
と、市民の皆様のゆたかな暮らしの
充実を目指し、安全安心なまちづく
りに「熱き心」で励みます。

議
会
運
営
委
員
長

文
教
副
委
員
長

建
設
環
境
委
員
長

市
議
会
議
長

総
務
委
員
長

市
庁
舎
建
設

特
別
委
員
長

稲
城
府
中
墓
苑
組
合

議
会
議
長

市
議
会
副
議
長

再
開
発
対
策

特
別
委
員
長


